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第９回建築BIM推進会議【団体報告資料】
公益社団法人 日本建築士会連合会
第９回建築BIM推進会議【団体報告資料】
公益社団法人 日本建築士会連合会

報告内容
1.日本建築士会連合会におけるBIMのとりくみ
2.令和3年度 活動報告
3.BIMポータルサイトおよびサポート建築士（建築士会会員）の紹介
4.令和4年度 活動報告
5.建築確認におけるBIM活用推進協議会との連携
6.今後のとりくみ

情報部会⻑ 大石佳知（岐阜県建築士会）
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1.建築士会BIM-TF （主査：梓設計 安野芳彦 氏）
⇒建築BIM推進会議 各部会への参画、連携

2.建築技術委員会 建築施工部会（部会⻑：⼤成建設 池田宏俊氏）
⇒建築施工におけるBIMの検討作業

3.情報広報委員会 情報部会 （部会⻑：⼤⽯佳知）
⇒BIMの普及にむけた活動 ※本資料にて報告

4.日本建築士会連合会 事務局
⇒建築確認におけるBIM活用推進協議会ほか他団体との連携

日本建築士会連合会におけるBIMのとりくみ
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BIMの便利さを知らない

小規模建物では活用できない

ソフトウェアを比較できない

比較できる教材がない

相談できる人がいない
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スタートアップセミナーの開催

会員建築士活用事例
体験版使用期間の延⻑

テキストの公開

木造建物モデリングテキスト
基本設計
4ベンダーで同時実施
テンプレートファイル公開

動画の公開

すき間時間に学ぶ解説動画

決めきれない建築士が大勢いる
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建築BIM推進会議の活動
BIMの世界潮流
BIM活用のアドバイス
若手建築士のBIM活用事例
BIMによる4号確認申請図書

オンラインイベント

Vectorworks＆Archicad Day
GLOOBE＆Revit Day

製品紹介
建築士のBIM活用事例
モデリングガイダンス
オンラインQA

令和3年度の活動報告

BIMを紹介し、木造住宅のモデリングテキストと動画を公開し、活用方法を学ぶ場を提供

令和3年度 活動報告
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BIMソフト選定の難しさ

どのBIMソフトが自身
にあっているのか、
操作性や機能としてど
こまで求めるのか
見分けるのが困難

スキルアップと投資コスト

使い始めてからの
レベルアップと、
設備投資回収の
イメージがつかめない

身近な仲間の存在

テキストにない
応用操作をすると、
意図せぬ結果になり、
自社のプロジェクトに
活かせない

地方はBIMが普及していない

操作方法やPCのスペックなど
気軽に相談できる体制を構築

令和3年度の活動をふまえた課題検討

BIM活用のメリットを理解し、活用に繋げるネットワークを地域で構築する必要性がある

令和3年度 活動報告
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地方でBIMを活用している会員建築士の協力を得て事業を実施

BIMポータルサイトおよびサポート建築士（建築士会会員）の紹介

建築士会BIMポータルサイト
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地方の建築士のBIM活用を促すため、鹿児島県と山形県をターゲットにして課題解決に取り組む。

開催県の選定理由

・積極的にBIMを活用している会員がいる

・施工業者や専門工事業者がBIMを活用している

・県庁や市役所が公共工事のBIM発注や活用に前向きである

・建築士会がフォローアップ体制を構築できる

令和4年度 活動報告
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〜新ツールを⼿に⼊れて、地方から BIM で仕事を⽣み出そう！〜 地方創⽣BIM活用セミナー in 鹿児島

日時 ：2022/9/3（Sat)、4（Sun) 13:30〜17:00
場所 ：mark MEIZAN（マークメイザン）+ zoom
参加者 ：ハンズオンセミナー：47名、オンライン：84名
事例発表：吉田浩司氏（ixrea代表）、稲森一博氏（双葉鉄工建設専務）鹿児島で鉄骨や設備の連携に取り組む

令和4年度 活動報告
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〜新ツールを⼿に⼊れて、地方から BIM で仕事を⽣み出そう！〜 地方創⽣BIM活用セミナー in 山形

日時 ：2022/11/12（Sat)、13（Sun) 13:30〜17:00
場所 ：山形テルサ+ zoom
参加者 ：ハンズオンセミナー：45名、オンライン：66名
事例発表：ブレンスタッフ（庄内BIM研究会）山形県庄内地域でBIMの導入・普及を目指す研究会

令和4年度 活動報告
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試審査用確認申請図書とBIM操作マニュアルを作成し、今後各ベンダーを通じてデータを公開予定

建築確認におけるBIM活用推進協議会との連携

Archicad

Revit

GLOOBE

Vectorworks
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地方創⽣BIM活用セミナーの継続的な開催

参加者の感想
・とても分かりやすく、有意義な時間だった（オンライン）
・ブレイクアウトルームの使い方に手間取り最初ついて行けなかった（オンライン）
・体験する時間がもっとあると良かった（来場）
・事例紹介や解説がわかりやすく楽しく参加できた（来場）
・操作方法を聞き逃すとついて行けなくなった（来場）
・もっと具体的な操作を体験したかった（来場）
・事例発表と操作体験からBIMの必要性が理解できた（来場）
・事例紹介の説明を受け，発注者へ説明するために様々な機能が備わっていることを知った（来場）
・業務で参考になる部分がたくさんあり、⼤変充実した講習会だった（来場）
・設備や構造設計者にとって、BIMがどう役立つかもっと知りたかった（来場）

BIMを活用し、地方から仕事を創出できるように、地域の建築士に働きかける（継続的に）

今後のとりくみ①
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中小規模のプロジェクトにおける、建築、構造、設備の統合モデリングの体制構築へのサポート

【設計段階】意匠、構造、設備の設計者がBIMソフトウェアを活用できるようにする
統合BIMモデルを使って検証ができるような体制を構築できるようにする

【施工段階】現場監督が監理者（設計者）と共にBIMソフトウェアを活用できるようにする
仮設、鉄骨や設備工事と連携し、統合BIMモデルを活用できるようにする

地方や地域でBIMを推進するための“BIMマネージャー”の養成

今後のとりくみ②
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ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました

情報部会⻑ 大石 佳知


